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おことわり 

１） 本書の内容の全部または一部を、無断転載することは禁止されています。 

２） 本書の内容は、改良のため予告なしに変更することがあります。 

３） 本書の内容について、ご不審な点やお気付きの点がございましたらご連絡ください。 

４） 本製品を運用した結果の内容の影響につきましては、３）に関わらず責任を負いかねますので 

ご了承ください。 

 

© DTS INSIGHT CORPORATION All Rights Reserved． 

Printed in Japan 

 

① 本製品は弊社NET IMPRESS 専用の定義体です。弊社NET IMPRESS 以外ではご使用にな

らないでください。 

 

② 対象マイコンと定義体との対応を誤って使用すると、ターゲットシステムを破壊する恐れがあ

ります。本製品のマイコンパックで対象となるマイコンをご確認してからご使用ください。 

 

③ NET IMPRESS は、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（NET IMPRESS 内部ＩＣ）

電源用に数ｍＡの電流をTvccd 端子より消費いたします。 

 

④ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、ＳＤカードの脱着は、行わないで

ください。実行中に、脱着してしまいますとＳＤカードを破壊する恐れがあります。 
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１．概要 

 ＦＦＸ８１８は、型名：ＡＦＸｘｘｘのＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳシリーズで使用可能な定義体です。 

 ＦＦＸ８１８は、サイプレスセミコンダクター社製：ＭＢ９６Ｆ６７５を代表機種とする、これと

同一のアルゴリズム・プロトコルで書き込み可能なフラッシュメモリ内蔵マイコンを対象とします。 

 ＡＦＸとターゲットの接続には、ＰＨＸ４００をご利用ください。 

 その他のプローブケーブルについては、弊社または代理店にお問い合わせください。 

 

 ※本マニュアルで記載のあるＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは型名：ＡＦＸｘｘｘの本体のことを指しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ご注意 ＞ 

 必ずお客様がお使いになられるフラッシュメモリ内蔵マイコン用のマイコンパックと組み合わせ

てご使用ください。 

 書き込み方式の異なるマイコンに対するご利用は、ターゲットマイコン及びそれを含むユーザシス

テムを破壊する恐れがあります。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます。 

 

型名 ＦＦＸ８１８ 

ターゲットマイコン ＦＦＸ８１８Ｍｘｘマイコンパックで規定 

フラッシュメモリ容量 同上    ＊１ 

フラッシュメモリアドレス 同上    ＊１ 

ターゲットインタフェイス 

ＵＡＲＴ（非同期通信）インタフェイス 

４８００ｂｐｓ／７６８００ｂｐｓ 

□ ＭＳＢファースト      ■ ＬＳＢファースト 

 

ＣＳＩ（同期通信）インタフェイス 

５００Ｋ／８５０Ｋ／１．２５Ｍ／２．５Ｍ／３．３Ｍ／５Ｍｂｐｓ 

□ ＭＳＢファースト      ■ ＬＳＢファースト 

デフォルト ＦＦＸ８１８Ｍｘｘマイコンパックで規定 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 
同上 

書き込み時のターゲット 

インタフェイス電圧 
同上 
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＊１：本定義体の対象とするマイコンでは、フラッシュメモリを持ちますが、各メモリのアドレス

空間をそのまま利用しライタのバッファメモリを構築するとバッファメモリが大きくなって

しまうため、ライタ上では仮想のアドレスに変換して各メモリのデータを保持します。 

マイコンへの書き込み時は、再度アドレスを変換して元のアドレスに戻して書き込みます。 

下記にアドレス変換の例を示します。 

 

Address Object File  Address 

NET IMPRESS 

Buffer Memory  Address 

Target 

Memory 

#00DF0000 

 

#00DF01FF 

Flash 

Memory1 

 

 #00DF0000 

 

#00DF01FF 

Flash 

Memory1 

 #00DF0000 

 

#00DF01FF 

Flash 

Memory1 

   #00DF0200 

 

#00DF81FF 

Flash 

Memory2 

   

#00DF2000 

 

#00DF9FFF 

Flash 

Memory2 

 #00DF8200 

 

#00E181FF 

Flash 

Memory3 

 #00DF2000 

 

#00DF9FFF 

Flash 

Memory2 

        

#00FE0000 

 

#00FFFFFF 

Flash 

Memory3 

    #00FE0000 

 

#00FFFFFF 

Flash 

Memory3 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリの見え方は以下表のようになります。 

 

メモリ名称 本来の先頭アドレス（例） 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

バッファメモリ先頭アドレス（例） 

フラッシュメモリ１ ＃００ＤＦ００００ ＃００ＤＦ００００ 

フラッシュメモリ２ ＃００ＤＦ２０００ ＃００ＤＦ０２００ 

フラッシュメモリ３ ＃００ＦＥ００００ ＃００ＤＦ８２００ 

 

以下の操作を行う場合、アドレスの読み替えに注意が必要です。 

・Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ、Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭでアドレスを指定す

る場合、バッファメモリのアドレスに置き換えてください。 

・エディット機能で表示される（又は指定する）アドレスは、バッファメモリのアドレスに置き換え

てください。 
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２－２．機種固有のパラメータ設定 

 ＳＷＸ６００（リモートコントローラ：Ｗｉｎｄｏｗｓ上で動作）を利用して次の初期設定を行い

ます。 

 リモートコントローラのご利用方法については、ＳＷＸ６００：リモートコントローラのインスト

ラクションマニュアルをご参照ください。 

 

２－２－１．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ ウィンドウの設定 】 

 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ 画面上で、ターゲットマイコンにあったパラメータ設定を行いま

す。 
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① ＴＶｃｃ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ 

ターゲットマイコンの動作電圧の下限値よりさらに０．１Ｖ程低い値を設定してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットマイコンの動作電圧（ＴＶｃｃ）を監視しており、この電

圧がここで設定する電圧値以上の時に、デバイスファンクションを実行します。 

ＡＦＸ１００でのＴＶｃｃスレッショルドの設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マ

ニュアル【 ２．３．２ ＴＶＣＣ ＴＨＲＥＳＨＯＬＤ 】をご参照ください。 

 

 

② Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ【 Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ 】 

フラッシュメモリ領域（Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ）を設定してください。 

ＡＦＸ１００での、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭの設定はできずに、表示のみとなります。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．３．１ ＰＲＯＧＲＡＭ ＡＲＥＡ】を

ご参照ください。 

 

 

③ ＲＯＭ Ｂｌｏｃｋ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

フラッシュメモリのブロック構成を設定します。 

 

＜ ブロック情報テーブル ＞ 

ブロック情報テーブルは、ブロックグループＮｏ．、ブロックグループのスタートアドレス、ブロ

ックサイズの３情報からなります。 

ブロックグループＮｏ．： Ｇｒｏｕｐ１～Ｇｒｏｕｐ１４までの１４Ｇｒｏｕｐが指定できます。 

   連続したブロックサイズの等しい一群のブロックを一つのブロック 

   グループとして、アドレスの若い方から、若い番号のブロック番号を 

付与します。 

スタートアドレス： ブロックグループの開始アドレスです。 

   このアドレスからブロックサイズで定められた大きさのブロックが

   連続して並び、一つのブロックグループを構成します。 

ブロックサイズ： ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の（ブロック）グループアドレスまで、 

   このブロックサイズで定められたサイズのブロックが連続して配置され 

るものと解釈されます。 

また、ブロックサイズを１にするとアクセス禁止領域となります。アク

セス禁止領域はデバイスファンクション実行領域でも、書き込み・消去

等が実行されません。 
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例 ） 

ブロックグループＮｏ． スタートアドレス ブロックサイズ 

１ ＃００Ｆ８００００ ＃００００８０００ 

２ ＃００ＦＡ００００ ＃０００１００００ 

３ ＃００００００００ ＃００００００００ 

 

スタートアドレス 

 

＃Ｆ８００００ → 

 

＃Ｆ８８０００ → 

 

＃Ｆ９００００ → 

 

＃Ｆ９８０００ → 

 

＃ＦＡ００００ → 

 

 

＃ＦＢ００００ → 

 

 

＃ＦＣ００００ → 

 

 

＃ＦＤ００００ → 

 

 

＃ＦＥ００００ → 

 

 

＃ＦＦ００００ → 

 

 

 

 

 

ブロックグループ１ 

上の例では、＃Ｆ８００００から３２Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックが次のブロックグループの 

スタート（＃ＦＡ００００）まで連なる 

事を示します。 

ブロックグループ２ 

上の例では、＃ＦＡ００００から６４Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックがフラッシュメモリの最終 

アドレス（＃ＦＦＦＦＦＦ）まで連なる 

事を示します。 
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④ ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ 

マイコンへの入力周波数を入力してください。ＲＣクロックでご使用の場合は設定不要です。 

 設定値が不正と判定された場合、“ＤＥＶＩＣＥ ＥＲＲ ８２”が表示され、デバイスファンクシ

ョンを中断します。 

ＡＦＸ１００でのＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュア

ル【 ２．３．４ ＴＧＴ  ＦＲＥＱＵＥＮＣＹ 】をご参照ください。 

 

※ＲＣクロックをご使用になる場合は、５章の【 動作クロック設定 】をご参照ください。 

 

 

⑤ ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ 

ＦＦＸ８１８では、この設定は不要です。 

 

 

⑥ ＷＤＴ Ｃｌｏｃｋ Ｐｅｒｉｏｄ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、オンボードプログラミング中に定周期のクロックパルスを出力する機

能を持っています。この周期を利用する場合はＷＤＴ周期の設定を行います。 

ＡＦＸ１００でのＷＤＴ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．３．

３ ＷＤＴ ＳＥＴＴＩＮＧ 】をご参照ください。 

 

⑦ Ｄａｔａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとターゲットマイコン間の通信設定を指定します。 

ＦＦＸ８１８では、ウィンドウの各項目を次のように設定してください。 

 

・ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ 

ＵＡＲＴ（非同期通信）またはＣＳＩ（同期通信）を選択してください。 

ＡＦＸ１００での通信路設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．

４．３ Ｉ／Ｆ ＳＥＬＥＣＴ 】をご参照ください。 

 

・ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ 

Ｉｎｔｅｒｆａｃｅで選択されている通信設定の通信速度を設定します。 

ＵＡＲＴの場合は４８００／７６８００ｂｐｓより選択してください。 

ＣＳＩの場合は５００Ｋ／８５０Ｋ／１．２５Ｍ／２．５Ｍ／３．３Ｍ／５Ｍｂｐｓより選択し

てください。 

ＡＦＸ１００での通信速度設定はＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．４．

１ ＢＡＵＤＲＡＴＥ ＳＥＴＴＩＮＧ 】をご参照ください。 



 11 

 

⑧ ＭＣＵ Ｔｙｐｅ 

この項目へ設定された内容が、ウィンドウ左上部のＭＣＵ Ｔｙｐｅ及びＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 

本体上に表示されます。 

マイコンの型名、お客様の装置型名など任意の文字を１６桁まで入力できます。 

 

⑨ ＯＫ 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ウィンドウ内容を、定義体に転送するボタンです。 

①～⑧の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫボタンを押してください。 

ＯＫボタンが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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２－２－２．【 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 】 

Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ上では、次の２項目の設定を行います。 
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① Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ（Ｔａｒｇｅｔ Ａｄｄｒｅｓｓ） 

マイコンへのデバイスファンクションの対象領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

ターゲットアドレスは、その設定アドレス値によりフラッシュメモリのブロック境界アドレスに自

動アライメントされます。 

この自動アライメントされた領域に対して、デバイスファンクションが実行されます。 

 

 

② Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ上のデータをセーブ・ロード（バイナリファイルの場合） 

する領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

 

 

③ ＯＫ 

Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ内容を、定義体に転送するボタンです。 

①～②の設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ず、ＯＫボタンを押してください。 

ＯＫボタンが押されなければ、変更したパラメータは反映されません。 
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２－２－３．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２ ウィンドウの設定 】 

 この設定ウィンドウには、マイコン固有パラメータが設定されていますので、変更しないでくださ

い。 

 設定変更が必要な場合は、事前に必ず弊社サポートセンタまで、ご相談ください。 

 

 

変更する際にＰａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ２のタブを選択しますとＰａｓｓｗｏｒｄを求めら

れますので“ＡＦ２００”と入力して下さい。（入力した文字はマスクされて表示されます） 

 

 

設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ずＯＫボタンを押してください。 

ＯＫボタンが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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２－３．デバイスファンクションと実行機能 

 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション起動時に実行される機能は以下のとおりです。 

 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ ERASE BLANK PROGRAM READ E.P.R COPY 

対

象

メ

モ

リ

域 

Device Funcによる 

フラッシュメモリ 

一部領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Flash ROMによる 

フラッシュメモリ 

全領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

フラッシュメモリに 

対する実行動作 

■Erase  □Erase  ■Erase  

■Blank ■Blank □Blank  ■Blank  

  ■Program  ■Program  

  ■Read*１ ■Read ■Read※１ ■Copy 

     ■Read 

備考 

 

 

 

 

 

 

※１：デバイスファンクションＥ．Ｐ．Ｒ、Ｐｒｏｇｒａｍ時に実行される、ベリファイ動作は 

Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅで設定されているリードベリファイが実行されます。 

ＡＦＸ１００でのＶｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操 

作マニュアル【 ２．３．５ ＶＥＲＩＦＹ ＭＯＤＥ 】をご参照ください。 

 

① ＳＵＭリードベリファイ 

マイコンからＰｒｏｇｒａｍを行った領域のＳＵＭ値を読み出し、プログラマが 

Ｐｒｏｇｒａｍ時に転送した書き込みデータのＳＵＭ値と比較します。 

 

② ＦＵＬＬリードベリファイ 

プログラマがマイコンへＰｒｏｇｒａｍを行った領域のデータを送信し、マイコン側で 

フラッシュメモリデータとの比較を行います。 
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３．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）のインストール 

 

３－１．概要 

 この定義体では、コマンド実行に先立って、書き込み制御プログラムをマイコン（ターゲットシス

テム上で動作する）へ転送し、その制御のもとでフラッシュメモリへのプログラミングを行います。 

 転送される書き込み制御プログラムは、ＹＩＭフォルダ内にｘｘｘ．ＢＴＰの拡張子をもつファイ

ル名で配置します。 

 ｘｘｘ．ＢＴＰは、１つのＹＩＭフォルダ内にただ一つだけの配置が許されています。 

 ２つ以上のｘｘｘ．ＢＴＰファイルを配置することや、ｘｘｘ．ＢＴＰファイルを配置しないでの

ご利用はできません。 

 

 

３－２．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）インストール 

ＷＣＰファイルのインストール方法についてはＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔ Ｆｌａｓｈ Ｐ 

ｒｏｇｒａｍｍｅｒスタートアップマニュアルの「４．４．３．各種バンドルファイルのロード」 

を参照ください。 
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４．暗号機能 

 

４－１．暗号機能の概要 

本定義体にはマイコンへ暗号を送信する機能があります。ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳと通信を行うマイ

コンには、暗号コードを受信・解読する機能が組み込まれています。暗号コードをマイコンに送信す

ることで不正なデータ書き込み、及び読み出しを防ぐことができます。 

また、暗号コードはデバイスファンクション実行時に毎回、マイコン側に送信され、マイコンが暗

号コードチェックを行います。 

※全領域の消去を含むファンクションでは認証不一致の場合でも全消去が実行されます。 

 

４－２．暗号コード処理フロー 

図４－２－１にＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳフラッシュマイコンプログラマの暗号コード処理フローを

示します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでは、次の２種類の方法で暗号コードを入力する事ができます。 

 

①ｘｘｘ．ＫＥＹの拡張子を持つ暗号ファイルを、ＹＩＭフォルダ内にあらかじめ配置しておく方法。 

暗号ファイルは、カレントファイル名（現在、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳバッファＲＡＭに展開されて

いるファイル名）と同じである必要があります。（拡張子は”ＫＥＹ”） 

 

②ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのボタンから、暗号コードを入力する方法。 

ＹＩＭフォルダ内に、マスターキーファイル（ＹＭｘｘＦＦＸ８１８．ＡＭＫ）を配置して頂く事

で、キーボード入力する際の、暗号アドレスガイダンス機能がご利用頂けます。 

（マスターキーファイルは、マイコンパック内に付属されています。また、マスターキーファイル

はマイコン毎にあります） 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ単体でご利用頂く場合は、①、②の双方の暗号入力方法がご利用頂けます。 

ＰＣからのリモートコントロールで、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをご利用になる場合には、①の暗号フ

ァイルによる方法をご利用下さい。 

暗号ファイルは、キーファイルゼネレータ（ＡＺ４８１）を、ご利用頂くことで、容易に作成でき

ます。 

 

キーワード入力方法 リモートコントロール スタンドアロン（単体） 

① 暗号ファイルまたは 

マスターキーファイルを利用 
○ ○ 

② キーボード入力を利用 × ○ 
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マスターキーファイルは、弊社ホームページ上の当該マイコン用マイコンパックの中に登録されて

います。マイコンパックをダウンロードしてご利用ください。 

ダウンロードしたマスターキーファイルを定義体のＹＩＭフォルダに配置して、ご利用ください。 

 

マスターキーファイルのファイル名は、次の構成になります。 

ＹＭｘｘ ＦＦＸ８１８．ＡＭＫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＹＩＭフォルダ内にカレントオブジェ

クトファイル（ａｂｃ．Ｓ）のキーファ

イル（ａｂｃ．ＫＥＹ）が存在する場合

は、ａｂｃ．ＫＥＹファイルを暗号ファ

イルとして扱い、この中のファイルから

暗号コードを送出します 

ＹＩＭフォルダ内にカレントオブジェク

トファイル（ａｂｃ．Ｓ）のキーファイ

ル（ａｂｃ．ＫＥＹ）が存在しない場合

は、マスターキーファイル（ＹＭｘｘＦ

ＦＸ８１８．ＡＭＫ）からキーボード入

力する暗号コードアドレスを抽出し、Ｌ

ＣＤにガイダンス表示します 

 マスターキーファイルを示します 

定義体の型名を示します 

マイコンパック名 

当該マイコン用マイコンパック名です 

ＹＩＭフォルダ 

ａｂｃ．Ｓ 

ａｂｃ．ＫＥＹ 

ＹＭｘｘＦＦＸ８１８．ＡＭＫ 

ＹＩＭフォルダ 

ａｂｃ．Ｓ 

ＹＭｘｘＦＦＸ８１８．ＡＭＫ 
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＜ 暗号コード処理フロー ＞ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－２－１ 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ開始 

IDが 

登録されているか？ 

KEYファイルより 

IDを抽出して送信 

AMKファイルは 

存在するか？ 

KEYファイルが 

存在するか？ 

IDをキー操作により 

入力する 

IDが一致？ 

ID送信回数＞3 

ID送信回数 

初期化 

 Yes 

 No 

 Yes 

 No 

 Yes 

 No 

デバイスファンクション中断 デバイスファンクション続行 

リモート 

コントローラ制御？ 

IDが一致？ 

 Yes 

 Yes 

 No 

 Yes 

 No 

 No 

IDが一致？ 

AMKファイルより 

IDを抽出して送信 

IDが一致？ 

 No 

暗号登録解除 

IDをカレントオブジェクトの 

IDとして登録 

 No 

 No 

登録された IDを送信 

登録された IDを送信 

ID送信回数＋１ 

 Yes 

 Yes 

全領域消去あり？ 
 Yes 

 No 
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４－３．暗号コードのキーボード入力方法（スタンドアロン） 

暗号コードをＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードより入力する際には、マスターキーファイル（Ｙ

ＭｘｘＦＦＸ８１８．ＡＭＫ）を定義体のＹＩＭフォルダに配置して、ご利用下さい。 

暗号ファイルが、定義体のＹＩＭフォルダにない場合は、このマスターキーファイルの中のキーア

ドレス情報をもとに、入力すべきキーワードアドレスをＬＣＤ上に表示します。 

 

＜ 暗号コード入力手順 ＞ 

① カレントオブジェクトファイルの暗号ファイルがない、又はマイコンの中の暗号コードと一致しな

い場合は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのＬＣＤ上に入力すべき暗号コードのアドレスガイダンス情報が

表示されます。 

 

 

 

 

 

②データ（Ｄ＝）の項で       ボタンでデータを変更する。 

 

  確定はＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの     ボタンを押します。 

  ＳＥＴボタン押下後、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の暗号コードアドレスを表示します。 

 

 

 

 

 

③同じように所定のバイトの暗号コードを入力していき、指定サイズ数分の暗号コードが入力される

と、入力した暗号コードがカレント暗号コードとしてＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ内部に登録され、当該

マイコンへ暗号コードが出力されます。カレント暗号コードは、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの電源オフ

になるか、新たなカレント暗号コードが登録されるまで有効です。 

 

④出力された暗号コードに対し、マイコン側で“不正”の応答を返してきた場合、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥ

ＳＳは、再度暗号コードのキーボード入力シーケンスを始めから開始されます。 

複数回の暗号コード送信に対して、不正（不一致）の応答が続くと、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、デ

バイスファンクションの実行を中断します。（不一致が３回続くと、中断されます） 

 Ｅ．Ｐ．Ｒ 

 

Ａ＝００ＤＦ０００２／ Ｄ＝ＦＦ 

SET 

▲ ▼ 

 Ｅ．Ｐ．Ｒ 

 

Ａ＝００ＤＦ０００３／ Ｄ＝ＦＦ 
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４－４．暗号ファイル 

書き込むオブジェクトに対応した暗号ファイルが、ＹＩＭフォルダ内に配置されている場合には、

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳからの暗号コード入力が、必要なくなります。 

 また、リモートコントローラ（ＳＷＸ６００）で、プログラミングを行う場合には、必ず暗号ファ

イルが必要となりますので暗号ファイルを作成して、ＹＩＭフォルダ内に配置してください。暗号フ

ァイルは、モトローラＳフォーマットにより記述されており、アドレス部には、暗号コード領域の先

頭アドレスを記述し、データ部には、暗号データを記述します。 

 暗号ファイルにつきましては、弊社が提供しております、キーファイルゼネレータ（ＡＺ４８１）

をご利用いただけます。暗号ファイルの作成例を示しますので、ご参考ください。 

 

 ＜ 暗号ファイル作成例 ＞ 

S31500DF0002FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF19 

S70500000000FA 
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５．動作クロック設定  

５－１．概要 

 マイコンへの供給クロック条件を設定します。 

 詳細は弊社サポートセンタまでお問い合わせください。 

 

５－２．設定方法 

動作クロックはＲＣ ＣＬＯＣＫまたはＮＯＲＭＡＬから選択します。 

 

 ＲＣ ＣＬＯＣＫ：ＲＣクロック使用時 

ＮＯＲＭＡＬ  ：外部クロック（水晶発振器）（デフォルト設定） 

 

 設定方法は以下になります。 

 【 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの設定 】 

 

  を押下し、 

 

  上下キーで、 

  ＲＣ ＣＬＯＣＫ／ＮＯＲＭＡＬの 

どちらかを選択する。 

 

                           で確定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MENU 

 

 

 

 

 

 

◀ 

 

 

SET 

▲ ▼ 

FUNC 83 

SET 
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６．エラーメッセージ  

６－１．概要 

 ＦＦＸ８１８において出力されるエラーメッセージに関して記述します。 

 本章に記載のない、標準のエラーに関する詳細は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニ

ュアルをご参照ください。 

 

６－２．固有エラーメッセージについて 

 下記の表はＦＦＸ８１８で出力される固有のエラー内容です。 

エラーメッセージ エラー要因／対策 

1120 

INSUFFICIENT KEY CODE 

要因 暗号機能時のエラー 

対策 弊社サポートセンタまでお問い合わせください。 

113F 

ILLEGAL ERR 

要因 その他エラー 

対策 弊社サポートセンタまでお問い合わせください。 

 

 また、エラー発生した際に“―――― ＥＲＲ ＸＸ”と表示される場合のＸＸは１６進数表記の数

字でエラーとなった時に実行しているポイントを示します。 

Code 内容 

0x01 ＥＲＡＳＥ動作（チップ、ブロック） 

0x02 ＢＬＡＮＫ動作 

0x03 ＰＲＯＧＲＡＭ動作（通常） 

0x04 ＶＥＲＩＦＹ動作（通常） 

ＳＵＭ ＶＥＲＩＦＹ動作（通常） 

0x05 ＣＯＰＹ動作 

0x0F ブート起動処理 

バイトリード動作 

0x13 ＳＥＣＵＲＩＴＹ ＰＲＯＧＲＡＭ動作 

0x80 周波数チェックコマンド送信動作(１回目) 

0x82 周波数チェックコマンド送信動作(２回目) 

0xA0 UARTボーレート変更コマンド 

0xA1 UARTボーレート変更コマンド応答受信（１回目） 

0xA2 UARTボーレート変更コマンド応答受信（２回目） 
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